
、



町
で
は
、
新
年
度
予
算
編
成
期
を
控
え
た

1
月
刊
日
か
ら
同
お
日
ま
で
5

日
間
、
町
長
を
は
じ
め
各
担
当
課
長
が
直
接
地
域
へ
出
か
け
、
番
地
域
の
要

望
・
意
見
を
聞
く
町
政
曲
部
隊
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

懇
般
会
は
、
中
皇
へ
き
地
保
健
福
祉
会
館
を
は
じ
め
に
町
民
セ
ン
タ
ー
ま

で
日
会
場
で
行
わ
れ
、

2
0
B
名
あ
ま
り
の
方
が
出
席
し
ま
し
た
。

懇
殺
は
、

1
地
区
3
時
間
程
で
、
最
初
に
平
成
5
年
度
事
業
の
実
施
状
況
、

平
成
8
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
国
・
道
事
業
及
び
町
の
主
要
な
事
業
計
画
や

状
況
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
地
域
ご
と
に
あ
ら
か
じ
め
提
出
さ
れ
た
要
望
事
項
に
つ
い
て

町
か
ら
回
答
さ
れ
、
引
き
続
き
、
出
席
さ
れ
た
会
場
の
み
な
さ
ん
が
ら
要
望

や
意
見
を
述
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
6
年
に
新
た
に

1

1
6
件
の
要
望
や
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
二
の
町
政
懇
談
会
で
出
さ
れ
ま
し
た
主
な
内
容
と
町
の
答

弁
要
旨
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ざし積極的な提言と意見交換

野禽@fWJ侶
近か!こ

豊かで住みよい町づくりをめ

開放を身

町'ffs@]
間
水
道
施
設
に
つ
い
て

(奥
沢
に

も
水
道
を
引
い
て
ほ
し
い
)

符

プ

l
ル
負
担
の
方
向
で
則
成
会
、

利
用
組
合
が
出
来
な
け
れ
ば
進
ま
な

い
。
地
域
内
中
で
十
分
に
話
し
合
っ

て
も
ら
い
た
い
。

間
今
金
パ
ス
待
合
所
に
峻
房
施
設

を
殻
也
し
て
ほ
し
い

谷
函
館
パ
ス
と
協
議
し
た
粕
川
市
‘

石
油
ス
ト
プ
を
設
置
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

附
今
金
町
戸
別
明
細
図
の
改
正
に

つ
い
て

(
不
正
械
な
の
で
税
地
に
合

致
す
る
正
し
い
明
細
図
の
発
行
を
)

答

3
年
に
一
度
の
改
正
(
発
行
業• • 

間
オ
ラ
ン
ダ
公
凶
で
の
チ
ュ

l
リ

y
プ
祭
等
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を

(
オ
ラ
ン
ダ
通
り
公
閣
の
諸
施
設
が

懸
怖
さ
れ
た
の
で
、
公
悩
の
名
に
ふ

さ
わ
し
い
チ
ュ
リ
y
プ
然
り
等
を

開
俄
し
町
の
前
性
化
を
図
る
様
、
観

光
協
会
へ
の
指
導
を
)

答
町
民
の
曲
目
い
の
場
で
あ
り
イ
ベ

ン
ト
等
に
利
用
し
活
性
化
が
図
ら
れ

る
よ
う
観
光
協
会
へ
袈
節
し
て
い
く
。

間
防
犯
灯
町
出
皮
な
光
皮
肉
殻
訟

に
つ
い
て
(
阿
美
町
内
会
は
、
総
合

4

司
要
望
事
項
の
説
明
を
す
る

自
治
会
役
員

(
神
丘
地
区

者
へ
要
請
し
て
い
く

問
簡
易
水
道
内
水
質
に
つ
い
て

(
花
石
小
学
校
よ
り
下
流
)

答
毎
月
の
検
査
を
笑
施
し
、
ポ
ン

プ
の
交
換
を
検
討
。

聞
神
丘
小
学
校
前
に
信
号
機
取
付

け
な
ど
安
全
対
策
を
要
望
し
ま
す
。

答
公
安
委
貝
会
に
加
古
川
型
し
て
い
き

た
し

体
育
館
・
幼
稚
園

・
老
人
福
相
セ
ン

タ
ー

-
高
美
公
固
な
ど
社
会
教
育
施

設
が
あ
り
、
幼
児
か
ら
老
人
ま
で
の

生
涯
教
育
の
霊
安
性
に
鑑
み
‘
更
に

は
背
少
年
の
非
行
防
止
の
飢
山
か
ら

体
育
館
袈
通
り
の
防
犯
灯
を
現
行
の

凶
基
か
ら

6
悲
に
減
少
し
て
も
高
度

な
光
度
を
保
て
る
よ
う
改
善
設
置
を

望
む
)

答
今
後
、
町
内
会
長
と
協
議
し
な

が
ら
規
則
に
基
づ
き
対
応
し
た
い
。

間
デ
・
モ
レ
ン
前
間
側
駐
車
を

片
側
に
で
き
な
い
か
。

答
検
討
す
る
。

問

J
R
用
地
早
期
払
下
げ
(
旧

J

R
用
地
の
ン
ル
パ

l
タ
ウ
ン
榊
怨
尖

利
引
の
た
め
)

答
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
と
し
て

活
用
し
て
い
き
た
い
。

間
南
西
沖
地
浪
災
害
民
地
農
業

施
設
復
旧
工
事
を
良
作
業
に
間
に
合

う
よ
う
地
工
し
て
ほ
し
い
。

答

5
i
6
年
度
で
対
応
し
州
陣
地
は

組
仕
上
げ
で
森
に
間
に
合
わ
せ
る
.

秋
に
は
暗
渠
危
裂
被
害
の
プ
ル
代
騒

き
を
、
急
ぐ
用
水
を
発
注
2
ヵ
年
で

終
了
。
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間

平

成

5
年
度
の
冷
害
に
関
し
て

l
、
土
地
改
良
負
組
金
的
(
国
営

・

迫
営
)
の
免
除
を

2
、
平
成

6
年
度
分
の
飼
料
作
物
都

子
内
購
入
に
助
成
を
(
向
傾
向
た

め
省
内
出
上
の
負
姐
が
過
大
で
あ

る
)

3
、
飼
料
カ
ロ
リ
ー
増
の
た
め
の
助

成
を

(平
成
5
年
度
収
穫
の
飼
料

に
カ
ロ
リ
ー
地
強
剤
を
付
加
投
与

し
た
い
)

答

1
、
困
難
で
あ
る
。
図
叫
に
つ

い
て
は
意
向
調
査
し
た
が
希
望
者

が
無
か
っ
た
。

2
、
3
今
の
補
正
予
鈴
町
中
で

対
応
可
能
。
パ
ル
プ
購
入

1
万
l

千
個
程
度
助
成
を
考
え
て
い
る
。

間
町
補
助
に
よ
る
防
風
林
の
規
格

を
緩
和
し
て
ほ
し
い
(
現
行

5
m
の

所
を
1
1
2
m
と
し
て
隣
接
す
る
農

地
で
の
作
業
に
支
障
が
出
な
い
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
)

答
効
川
市
内
問
題
か
ら
最
低
叩

5
m

が
必
要
。

間
鈴
金
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
答

州牌
業
側
榊
造
改
普

・
山
振
背
中
楽
町

第

3
次
補
正
追
加
要
望
で
対
応
し
た

し

• • 
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石ゐ市4有11 品路幅EE・同係 自宮E防関犯管係 河関 川係 百E
関，否ス運行係 品・惚at1自 E高館書偏係 自棚氷係 留ま 富E器量ra その他 It 

2 1 1 8 
花 石 2 4 
中

" 
2 5 

t主 " 3 
2 11 

神 丘 4 2 2 e " 楓 111 4 6 2 3 4 3 2 5 32 
11 附
金 "' 7 2 11 
8 趨 2 2 s 

八語習樹量豪2 2 2 7 
2 4 9 

2 1 1 7 
Z十 " " 8 7 3 2 6 4 4 2 1 3 23 116 

〕2
 
[
 

〕3
 
〔



黒毛和牛のかわ~J~J3つ子誕生グ

元気ι牛舎を
走り回Q

1
月
釘
目
、

金
原
画
前
地
区
で
、

山
刷
業
を
悩
む
説
栄
さ
ん
毛
で
黒
毛

和
牛
の

三
つ
子
(
雌

1
頭
、
雄

2

m)
が
誕
生
し
話
題
と
な

っ
て
い
ま

す
。こ

の
子
牛
を
生
ん
だ
の
は
今
年

9

成
に
な
る
か
ま
っ
ひ
め
4

で
今
回
7

槍
山
の
復
興
と
観
光
を
ア
ピ
ー
ル

6
日
の
札
腕
古
ま
つ
り

会
場
で

「
愉
山
フ
ェ
ア

l
」
事
業
が

開
悩
さ
れ
、
南
凶
沖
地
浪
災
特
か
ら

元
気
に
復
興
し
て
い
る
相
山
内
状
況

と
観
光
入
込
数
が
激
減
し
た
柿
山
へ

の
柴
容
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は

「
南
西
沖
地
採
復

興
観
光
フ
ェ
ア

l
実
行
委
貝
会
」

2
月
5
、

の
主
催
で
楠
山
竹
内
各
町
内
首
長
ら

が
出
席
し
て
怜
山
が

一
丸
と
な
っ
て

復
興
に
向
け
渉
ん
で
い
る
姿
勢
を
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

観
光
パ
ス
ポ
ト
や
今
金
町
の
郷

土
装
能

「
狩
場
太
鼓
」
も
披
鍔
さ
れ
、

柏
山
を
大
い
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま

し
た
。

• • 

|労 l
|理働 l
.-ri 主主 E 

.牽|
|キ法 l
111 カ~
|年改|

-，-
J1 ~ 
|自れ|
lで家|
lすし|
l た|

労
働
時
間
の
短
縮
等
を
内
容
と
す

る
改
正
労
働
基
準
法
が
昨
年
6
月
成

立
し
、
本
年

4
月
1
日
か
ら
施
行
さ

れ
ま
す
。

改
正
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と
お
り

で
す
。
ー、

一
週
間
の
法
定
労
働
時
間
は
刊

時
間
と
な
り
ま
す
。

な
お
、

一
定
の
業
種

・
規
棋
の
事

業
場
に
つ
い
て
は
、
平
成
9
年
3
月

白
日
ま
で
の
問
、
猶
予
防
置
が
と
ら

れ
ま
す
。

2
、
新
た
に
林
業
が
労
働
時
間
休

果敵に妓とスピードを競う

第31田町民スキー大会と第29回ライオ

ンズ杯スキー大会が l月30日ピリカスキ

ー場で開催されました。

大会では各選手が鮮や力、に旗門をクリ

アし、大会役員や家族の声媛を受けなが

らタイムを競いあいました。

憩

・
休
日
に
関
す
る
適
用
を
受
け

ま
す
。

3
、
変
形
労
働
時
間
制
の
最
長
期
間

が
3
ヶ
月
か
ら
1
年
に
延
長
さ
れ

ま
す
。

1
年
単
位
向
変
形
労
働
時
間
制
を

採
用
す
る
に
は
、
労
使
協
定
を
締
結

し
、
所
定
の
様
式
に
よ
り
所
持
の
労

働
器
地
航
督
諸
へ
服
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

4
、
休
日
労
働
の
制
物
賃
金
的
制
増

率
は

3
制
5
分
以
上
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
時
間
外
労
働
と
深
夜
労
働

も

昭
和
郎
年
か
ら
利
牛
を
導
入

多
く
の
出
肢
に
立
ち
会
っ
て
き

た
被
害
ん
も
三
つ
子
と
は
知
ら
ず
び

っ
く
り
し
た
が
、
元
気
に
有
っ
て
ほ

し
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

注
目
。

l
レ、

道
南
N
0
5
A
I
の
獣
医
師
さ
ん

は
、
「
乳
牛
の
双
子
の
碓
立
は

1
%

弱
、
肉
牛
肉
場
合
は

0
・
5
%
以
下

と
い
わ
れ
て
い
る
。
三
つ
子
の
確
立

は
牛
全
体
で

7
5
0
0
回
に

1
固
と

い
う
デ
ー
タ
が
あ
る
の
で
肉
牛
の
場

合
は
も
っ
と
確
立
が
低
い
の
で
は
?
」

と
慨
し
、
品
…
毛
利
牛
と
し
て
は
町
内

で
初
め
て
と
総

っ
て
い
ま
し
た
。

の
訓
増
車
は
従
来
通
り

2
制
5
分
以

上
で
す
。

5
、
年
次
桁
給
休
暇
向
付
与
裂
件
が

変
わ
り
ま
す
。

履
い
入
れ
目
か
ら
起
算
し
て

6
ヶ

月
継
続
勤
務
し
、
全
労
働
日
の

8
制

以
上
を
出
動
し
た
労
働
者
に
は
凶
日

聞
の
日
数
が
付
与
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
パ
ト
タ
イ
ム
労
働
者
等

(
週
所
定
労
働
時
間
が
お
時
間
未
満

の
者
)
に
対
し
て
比
例
付
与
さ
れ
る

年
次
有
給
休
暇
の
日
数
も
変
わ
り
ま

す
.

諜
群
し
く
は
位
都
り
の
労
働
基
部
監

監
場
ま
た
は
北
海
道
労
働
法
耐
中
門
川
取

組
U
楳

(8
0
1
1

7

0

9
1
2
3

1
1
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

杉林立規(八束)

伊藤勇矢(金原)

田中 間(今金)

斎藤有香(今金)

佐々木昭典(今金)

村上和美(種111) 

六鈴俊昭(今金)

山崎真梨子(今金)

桂川 僚 (北高)

第19回ライオンズ杯スキー大会

〈回転〉

小学 1年

小学 2年

小学3・4年

回
一
回
一
回
一
回
一
品
目
困
一
回
困

学

小学5・6年

中

〕4
 
〔

平
成
6
年
度
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
は

ペ
ガ
サ
ス
の
翼
第

2
回
受
け
入
れ
事
業

な
ど

4
事
業
に
決
定

h九
E 

今
金
町
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
委
員

(会
長
山
北
幸
姉
)
で
は
平
成

年
度
に
要
望
の
あ
っ
た

「
ふ
る
さ

ま
た

さ
れ
ま
し
た
。

5 

1
月
幻
円
に
開
催
さ
れ
た

同
委
員
会
に
お
い
て
、
昨
年
ロ
月
末

ま
で
に
要
望
の
あ

っ
た
平
成
6
年
度

の
適
当
事
業
と
し
て
次
の

4
事
業
が

か司王と
創
生
事
業
L

町
中
か
ら
、

業
を
適
当
事
業
と
し
て
決
的
、

町

ら
各
事
業
ご
と
に
補
助
金
が
交
付

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

次
の

2

今金町ふるさと禽l生車業
日目 九 日

司H ~ 4監 事禽費 8・助111111・克施主 体 人 日 予定期間 伺 ~ 

青年輔人 IH. ~ . 
ペガサスの蝿唱.. .，緊迫 .. 3.315.000 今6島町青年会場

9包 -11 a. 3. 31 

"5.7.6 約l同名 』凶佐々本自也氏
3主化泌総会期値引" 1.500阪調。 l筑.創.今金町 "'且s的主回名 白尊師はら たいら氏
合"【2・'Jll!) a傷。民. 4.875脱却

、市叫民 'nJ• a 名 耶.n 補助II'ltI領 ~施主悼 人 凪 予定期間 備 ~ 

ペガサスの剤事.，- )16 : 4. 
官70.000 個 7醐 今金町青年余議 派通省3名

Jサイド空iII唯品会温 H 1 : 3. 31 

ベガザスの蝿罰2回受 高俊生却名 H 6 : 4. 
u制l." 1.653.制調 今金町青年会議

人れt肝~ 4度~ ，名 H 1 : 3. 31 

文化』揖会聞自r'lI~ 1.5(姐，回同 0.日却+四国 今金町

ラベルのヂザイン~凪 今金町畜産高直 H畠:4. 
製抱償却 民;0.000

ltU'n恥."助化 細工研究会 116 : 12.却

合』十 (1'/1貰} 5.010. α到。 4筑肌""

."皇子:r>- 6.6101.0001'1 内訳益金利子 ，1. 291. cror可

前年度般信分 2.380. IX聞

今金町ふるさと副生事業予定事業

明~予n 刊 111業n蜂

7出醐 - 4.875.醐 - ，瑚明

平成s年度

平成6年度

• • 
用水路災害復旧工事

急ピッチに進む

昨
年
の
市
西
沖
地
良
に
伴
う
朋
水
路
の
災
害
復
旧
工
事
が

年
明
け
か
ら
急
ピ
ン
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

稲
聴
地
区
で
は
災
円
復
旧
工
事
で
使
う
V
型
ト
ラ
フ
と
し

て
は
最
大
(
底
辺

2
m
、
日
さ
1
・
6
m
、
長
さ

2
m
)
の

も
の
が
設
世
さ
れ
て
い
ま
す
.

災
害
復
旧
工
事
で
は
資
材
運
搬
の
た
め
・
大
型
貨
物
車
両

が
多
数
町
内
外
に
は
い
り
こ
ん
で
い
ま
す
。

死
亡
事
政
を
含
む
重
大
事
故
多
発
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
十
分
に
気
を
つ
け
て
く
だ
き
い

r

企 V型トラフ設置作業

杉林立規 (八束)

佐々木生 (種川)

佐々木恵 (種川)

山崎慎也 (神丘)

土田 幸(八束)

田中 潤(今金)

河村芳恵(今金)

油谷一史(今金)

土田美乃里(八束)

佐々木昭典(今金)

村上和美 (種川)

田中 亨(今金)

鷲野久美子 (今金)

六鎗俊昭(今金)

山崎真梨子 (今金)

鈴木 明 (北高)

山口哲也

〕5
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校

第31田町民スキー大会

〈大回転〉

小学 1年

小学 2年

校

般

固
一
回
一
盟
国
一
回
一
回
一
回
一
匹
一
回
一
盟
国
一
回
固
困
一
回
一
回
一
回

中学 2年

小学 6年

中学 l年

小 学 5年

小学 4年

小学 3年

高

高



E耳目桧山のY夏

企スーパーコンビ(ホクノウ)

可舌性、にみんなで立ちあがろう 。

まつりを大いに盛リ上げて〈れま Lた。
(伊藤多喜雄パウダースノーコンサート)

興、

も.

，... 

企シッシーと J1)ーダ(今金保健所)

白
い
大
地
は
あ
っ
た
か
家
族

• • 
企犬小30基あまりの雪像が訪れた人の目を楽Lませて〈れま Lた。

品目~，..，.::: • 

4‘母ライオンと子供たち(苔グループ)

f宇匹、

...マリリンモンロー(今金青色申告書)

、、、• 

....恐竜(やっとく会)

〆/， • 、
、

....恐竜ランド(今金保育所恕葉会)

今
年
で
第
日
回
目
を
迎
え
た
今
金

訂
ま
つ
り
が
「
楠
山
の
砂
復
興
。
砂
活

性
e
に
み
ん
な
で
立
ち
あ
が
ろ
う
F
」

を
テ
!
?
に
、
ふ
れ
あ
い
広
場

(今

金
小
学
校
向
)
で
2
月
ロ
、
日
日
向

2
日
間
、
賑
や
か
に
閉
山
川
さ
れ
ま
し

-
Ee
 
，八
民
踊
を
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
て

歌
う

「伊
藤
多
忍
雌
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
し
を
は
じ
め
ア
ン
パ

ン
マ
ン
シ
ョ

l
、
狩
場
太
鼓
、
大
輪

花
火
ン
ョ

1
、
ゲ
ー
ム
な
ど
、
多
彩

な
行
事
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
内
は
町
内
は
も
と
よ
り
、
近

隣
町
村
か
ら
も
大
勢
の
見
物
人
が
訪

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
輸
山
化
部
建
設

を
々
、
え
る

2
0
1
0
町
会
か
ら
招
制

さ
れ
た
奥
比
町
市

Hm小
半
校

5
年
生

幻
名
が
地
元
少
年
間
ら
と
交
流
を
深

め
て
い
ま
し
た
.

数
多
く
の
先
応
、
路
脂
が
立
ち
挽

ぴ
夜
巡
く
ま
で
賑
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

1
 
6
 
〔

企ガイセン門(今金町建築技能者協会)ー-企101匹ワンちゃん(八東自治会)
〕7
 
〔



第1困今金町家族協定

(5組ガ調印)

ト回今金町家族協定.t舎用調卸式

農業合同調印式

え
-
A

・

Lm「向

h
h
"

2
月
2
円、

m
l回
目
的
町
家
挟

協
定
股
業
合
同
制
印
式
が
家
族
協
定

民
家
ら
関
係
者
初
名
が
参
加
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

町
民
業
委
只
会
的
主
催
で
行
わ
れ

た
こ
の
調
印
式
は
、
満

ω歳
に
達
し

た
経
世
者
が
後
継
者
に
経
営
及
び
資

住所 経営主 桂継者

字神丘 成田英之 成田正事

I~硲 昭和8年3月5日 昭平田O年5月14日

字白石 西 本到 西 勝幸

81町四 H任罪'08f手3Jl15日 昭手間3年!月13日

宇イ主吉 沼田静夫 西田説明

447由7昭和8埠4月l目 B併[即年4月23日

宇和l'丘 河田勝 二 何回良 一
同3 日併U8年11月l 目 日掛日38年12月お日

宇品石 黒宮 7自 照宮路司

138 昭和9年11月四日 '師団3年10月25日

字神丘 笹原 lli - 笹原哲弥
4刷田2 昭和10年3月15目 際拝!ll駅手3月14日

平成5年度
家族協定農業調印者名簿

• • 

⑨
⑥
⑧
⑨
⑧
⑧
 

の

ジ

ュ

ス

を
H
凡
つ
け
ま
し
た
。

よ
し
叫
ん
ち
ゃ
ん
と
か
ず
兄
ち
ゃ
ん

は
「
フ
ァ
ミ
コ
ン
で
決
箔
を
つ
け
よ

う
ぜ
」
と
言
い
ま
し
た
。

ぼ
く
と
弟
の
義
之
は
反
対
し
た
の

で
す
が
、
よ
し
兄
ち
ゃ
ん
と
か
ず
兄

ち
ゃ
ん
の
凱
芯
は
か
た
か

っ
た
の
で

あ
り
ま
し
た
~
。

ル

ル

は

一
番
か
ら
四
番
の
順
位

を
つ
け
て

一
位
が
い
ち
ば
ん
多
く
ジ

ュ
ー
ス
を
も
ら
え
、
ピ
リ
が
コ

y
プ

に
ち
ょ

っ
と
だ
け
も
ら
え
る
と
い
う

一
本
の
ジ

ュ
ー
ス

霊
園

ITU年
笹

森

信
之

d

あ
る
目
、
四
人
兄
弟
の
ぽ
く
た
ち

は
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
あ
っ
た

一
本

警察官の新制服
4月|白から警察官の制服が
変わります。

者暑省者

底
的
移
般
を
行
い
、
後
継
者
が
経
済

耐
を
合
的
た
老
後
内
生
前
を
保
証
す

る
も
の
で
す
。

こ
の
口
は

5
組
町
内
4
組
が
山
山
附

し
て
細
川
県
協
組
合
長
、
坂
本
農
業

委
貝
会
会
長
の
立
ち
会
い
の
も
と
に

協
定
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

州
民
業
後
継
者
を
代
表
し
て
成
田
正

春
さ
ん
が
「
家
族
協
定
出
家
事
項
を

守
り
、
近
代
的
な
股
業
経
営
に
努
力

し
ま
す
。
」

と
丘
前
日
し
、
雌
し
い
農

業
的
勢
の
な
か
で
努
力
し
て
い
く
-
」

と
を
哲

っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
例
公
会
が
行
わ
れ
、
勧
m

内同

・
野
菜
米
づ
く
り
に
挑
む
指
い

品
業
世
代
的
誕
生
を
祝

っ
て
い
ま
し

たル
ー
ル
で
始
め
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
だ
ん
だ
ん
、
ど
き
ど
き

し
て
き
て
、
つ
い
に
ぽ
く
と
よ
し
兄

ち
ゃ
ん
が
や
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

結
栄
は
、
ぽ
く
が
勝
っ
て
う
れ
し

い
の
で
す
が
、
ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
。

か
ず
兄
ち
ゃ
ん
と
義
之
が
や
っ
て

か
ず
兄
ち
ゃ
ん
が
勝
ち
ま
し
た
。
決

勝
戦
は
ぼ
く
と
か
ず
兄
ち
ゃ
ん
に
な

り
ま
し
た
。

ぼ
く
は
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ぽ
く
は
、
く
や
し
か

っ
た
で
す
。

最
後
に
よ
し
兄
ち
ゃ
ん
と
義
之
が

や
り
ま
し
た
。
そ
し
て
義
之
が
勝
ち

ま
し
た
。

す
る
と
よ
し
兄
ち
ゃ
ん
が
も
ん
く

を
つ
け
て
き
ま
し
た
。

き
っ
と
脱
が
立

っ
て
い
た
の
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
け
っ
き
ょ
く
平
均

に
分
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
な

っ
と
く
の
い
か
な
い

一
日
で
し
た
。
ち
な
み
に
、
そ
の
ジ

ュ
ー
ス
は
お
い
し
く
な
か
っ
た
で
す
。

今
ま
で
、
何
の
た
め
に
や

っ
て
い

た
の
か
わ
か
ら
な
く
な

っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

、
み
ん
怠
の
広
場
」

は
、
町
民

的
皆
き
ん
に
投
稿
し
て
い
た
だ
い

た
作
品
を
紹
介
し
た
り
、
皆
さ
ん

の
伝
一一
首
を
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

-圃

~----------------四--也・---切---・---------_.. 日--------、---切・、， で配力、ことでの( て三語に がし毅に採日北 気ザ 『家 ! 
はがな の呼 はが管サ使月で力、サあ てが続れ本海サカミヱサ 固
! なな場角ば、普状ザうのすけザりいゲ L るの道ザ人さザ長民
くい所なれ角通のエ地桃 。てエまる ンまのほのエ気ん エ谷栄
、のでしるので突は方のハがはすのコれでと南はでのさ川誉
こではサ種なす起、も節マ旬E、 。もツて、ん部巻す親ん町賞
の、沖ザ類い 。物巻多句グで春 、にい昔ピカ、書 。し 』 子を
よ突 へエも角し)きいのリ、ヵ、 愛似まかのら貝 みはさ受
う起流はあなかが員よ供と春ら きたすら地九の や、ん賞
な物さ 、りしし出のうえとの初 よ形 。庶域州 す主のし
形もれ波まサ、て殺で物も季夏 うを貝民でま種 ぃ役代た
を必るがすザ内いにすとに でで雰 の表漫
し要心静 。 エ湾る角~し 、 d記~ピ~壬王一一一、、 園サ作画

，
 

•• 
，，，‘
 
..
 

6

・6‘‘，.，‘，‘，.‘‘，.，.，
•. 
‘6.
，d 

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

一

ま
た
、
場
所
に
よ
っ
て
は
、

J
-

F

れ
は
日
蓮
上
人
が
、
漁
師
が
サ
ザ

一

エ
で
足
を
け
が
し
た
の
を
見
て
、

一

角
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ゆ

一

と
い
う
伝
説
が
残
っ
て
い
る
と
こ

一

ろ
も
あ
り
ま
す
。

一

サ
ザ
エ
の
料
理
の
代
表
は
、
何

↑

と
い
っ
て
も
つ
ぽ
焼
き
で
す
。
ほ
F

-m

z
 

か
に
は
刺
し
身
や
酢
の
物
、
和
え

一

物
や
煮
物
、
か
す
漬
け
や
塩
辛
な

一

・
圃
ど
が
あ
り
ま
す
。

一

国
圃
漁
村
の
民
宿
な
と
で
食
べ

一

圃
た
、
お
こ
も
っ
た
手
作
り
の

一

・
圃
サ
ザ
エ
料
理
は
、
忘
れ
ら
れ

一

.

.
 な
い
旅
の
思
い
出
で
す
ね
。

F

-
-
霊
=
一
月
+
日
は
、
「
農
山
漁

一

.

.
 村
婦
人
目
白
」
で
す
。
こ
の

一

園
田
日
を
機
会
に
、
家
族
で
食
卓

一

を
囲
み
な
が
ら
、
農
山
漁
村
の
女

一

性
の
役
割
を
話
し
合

っ
て
み
て
は

一

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

一

・
6

・f'L

• • 
; 俳句

; 離。ぁ帰s健:桜1制
) 良すい途とや餅t1鴇耳
、 舎やさ急.，か詮f吉1
; のつぐに無信報す
丘Zの吹ふ老"き 1司E

} の雪fT雪tぃ Mドき
) う 深iにーた痴乃戸t
) ねき赤tきの持も
) りこきも 二主ち
} にと信tの三みて
) 小角峡士号啄や言E
) さ暮E機・ iZTZ
} 主 L 主
) 害噌 抽伽骨る 四

< 

) 辻震佐戸伊芳
? た藤薄藤賀
J かあ
) 知と朝慶翠き
} 子 L 手秋女え

)-_._._---_._----革IJ別俳句

;「一一一e一-2ろ三マ2毎eの戸イドル一一…….一……….……一…….一'一一一一….一一一'一一…，一一e一.…………一一……--一一.一.
!砂附舘野 地宏払、 -

lTJ((:::::!JJiual 
j岨匝1~fJ' (!~4主主主主れ
!~彊r議1 1LTfMdU 惜子九0l4:ó:

l'~m;|;jBittyj 
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:ぉ
知

ら
'せ

臨
時
事
務
員
を
募
集

町
で
は
、

4
月
か
ら
勤
務
す
る
臨

時
事
務
貝
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。希

望
者
は
、
履
歴
書
を
来
る
3
月

M
日
ま
で
に
、
総
務
謀
総
務
係
正
で

提
出
願
い
ま
す
。

ロト】
一一三口

1
、
募
集
予
定
人
員

8
名

(年
齢
同
四
歳
以
上
の
女
子
)

〈
総
務
謀
総
務
係
〉

平成6年度の国民年金保険料は、

3月みんな
月額11，100です。

(付加加入者の保険料は、

月11，500円です。)

平
成

B
年
度
固
定

資
産
課
税
台
帳

の
縦
覧
に
つ
い
て

平
成

6
年
度
固
定
資
産
課
税
台
帳

の
縦
覧

(地
方
税
法
第
4
1
5
条
第

1
項
の
規
定
に
よ
る
)
に
つ

い
て
は、

次
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
の

で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

戸
U
三
口

縦
覧
期
間
平
成
6
年
4
月
1
日
か

ら
平
成

6
年
4
月
初
日
ま
で

縦
覧
場
所
今
金
町
役
場
税
務
課

縦
覧
時
間

午
前

8
時
記
分

1

午
後

5
時
日
分

{税
務
課
資
産
税
係
〉

年
金
相
談
自
の
お
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社会福祉協議会だより
6. 2. 10 

※光の里学園、豊寿臨、社会福祉協議会への

多額のご寄付ありがとうございました。

(敬称略)

〈鎌童市〉 〈今金町〉

大 辻 勇 大 倉 啓太郎

〈長野県〉 今金 オ ト 閥

士口 田 平日 男 メ寸ミ 金 日 石 同

く札幌市〉 r工 口 亮

高 松 /工 111 村 ト 、

片 間 洋 佐 藤 多 仁 吉

〈苫小牧市〉 浜 回 且支え

高 橋 寅 吉 井 キサ 豊

〈福島町〉 金原・豊田老人クラブ

石 1章 兼 平日 田 林

〈八雲町〉 犬 塚 マサオ

近 藤 博 f車 {予 東 フミ エ

及 )11 留 士ロ 岩 佐 義 人

く長万部町〉 尾 非5 信

高 橋 ノ、 Jレ 金 沢 竹次郎

〈黒松内町〉 杉 山 青 果

斉 藤 義 治 鈴 木 品同ヨ、

〈上ノ国町〉 村 上 源太郎

柳 原 孝 雄 犬 塚 アサ子

〈乙部町〉 尾 形 哲 夫

山 崎 ト メ 和 工 建 R d {楠

〈大成町〉 宅回金r 回 守 園

大 ー野 敏 巳 大和谷 正 雄

〈瀬棚町〉 メ，当、 野 伝

細 )11 幸 治 安 西 長四郎

〈北槍山町〉 伊 藤 卜 、 ノ

高野山金剛講北楠山支部 阿 画再 邦 雄

槍山北高校 l・2年生徒 柴 谷 澄 子

高 野 貞 光 本 間 千了 雄

中 野倫丸

学
校
給
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時
調
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を
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通
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れ
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大
型
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復
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道
内
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地
か
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運
送
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た
め
大
型
貨
物
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両
が
、

多
数
入
り
込
ん
で
い
ま
す
。
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ロ
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に
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利
別
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六
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え
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ま
す
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項 目 対象者 実施日 E寺 間 対象地区 実施会場 備 考 お知らせ

生後 3日同
受付時間

生地区
町民 身体計調1)、保健指導、健康

① 乳 児相 談 B 、 9ヶ月児 9:30-10:00 センター 相談

l歳6ヶ月健診
生後I歳

" 
受付時間

" " 
尿検査、医師診察フッソ

② 7、 8ヶ月児 12: 30-13 : 00 塗布、断指導、保健指導

7日明)
老人福祉

一般相談 全 住 民 14日開) 10 日日-15: 00 " 保健持拡健康相談③ センター
28日明)

妊 婦相談 妊婦の方 B日制
受付時間

" 
町 民 尿検査、血液検査、歯干判旨

④ 12: 45-13 : 15 センタ 導、助産婦指導

歯科衛生士による

⑤ 母親学級 " " 14 凹-15:3C " " 「丈夫な歯の赤ちゃんを
生むために」

⑥ 股脱健診 生後 3ヶ月児 " 13: 00-14 日日 " 
今金

股関節X線撮影
保健所

⑦ 育児講座 " 17日体)
受付時間

'ノ
町 民 身体計測、保健指導、健康

9 : 30-10 回 センター 棺談

⑧ 乳児健診
生後七了、

" 
受付時間

" " 
身体計測、医師診察、歯科

10、12ヶ月児 12 : 3日-13: 00 指導、栄養指導、保健指導

⑨ 
無医地区

全 住 民 29日(州 14: 20-14 : 5C " " 診療科目 (耳鼻科)巡回診療

(町民福祉課衛生係・国保係)
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受
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。
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を
募
集
し
ま
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〈夫を阜〈死なせ志方法〉敏えま言。

• • 
まさか、ご主人に早〈死凡で欲しいと思う奥さんはいないて"しょう。でも、

大事にしているつもりが、成人病へ一直線の道を歩かせているとしたらどう

でしょう。ここに紹介することに、心当たりが多い家庭は要注意 fてす。ち

ょっとしたことの積重ねが、長い白でみると大きな違いとなってきます。共

晴夫を早 〈死なせる方法"の反対を心持ト

けましょう。

うんと太らせる。

その2.お酒をたくさん飲ませる。

その3.甘いお菓子を無制限に食べさせる。

に健やかに老後を迎えるためにも、

その1.

アルミ缶回収事業

毎月第2、第4木曜日
(リサイクル運動、光の里学園で実施)

アルミ缶のみ庁袋か箱に入れて

(ゴミ処理券は鮎らなくて結構です)

朝 91侍まで集積場所に出して下さいグ

(ゴミステーγ ョン横)

その4.いつも座らせて、運動不足にさせる。

その5.料理に動物性服肪をたっぷり使う。

その6.塩辛い食べ物に慣れさせる。

(町民福祉諌側ト指導係)

その7.砂糖とミノレクたっぷりのコーヒてを何杯でもすすめる。

その10 一日中文句を言っていじめる。

その8 タバコをどんどんすすめる。

任意 この方法はくれぐれも

悪用しないようお願いします。

その9.夜ふかしをさせる。
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ざ励宇和p
i 制す宗一⑤

3月の休日当番匡

道南ロイヤノレ病院(北格山)2l:@5011 

北楠山町国保病院(北柏山)2l:@5321 

g 回医院(今金)2l:(i:泊324

今金町国保病院(今金)2l:(i:泊221

道南ロイヤノレ病院(北檎山)2l:@5011 

6日

13日

20日

21日

27日

令。やや住民の副館令や令

(前月対比)

( -12) 

( -11) 

(- 1) 

(-4) 

l月末現在

7，489人

3，624人

3，865人

2，481世帯

人口

男

女

世帯数• 
図おたんじようおめでとう

松田 総長、 1月13日(慶一丸長男)八束初回
み きと

平原美郷、 2月2日(信男三 2女)上田代
ーとム

伊藤琴美¥ 2月5日(義浩さん 3女)布美町

田中 新¥2月12日(弘紀三長男)緑町

。いつまでもお Lあわせに

治古川 英ーさん(寒昇)=志山三代子さん(南町)

治小野卓三、(高美町)=杉林正子九(緑町)

~冷野 勝巴さん(大和町)=工藤 良澄九(晶牧村)

地
域
の
福
祉
活
動
に
役
立
て
て
グ

中里

寒昇

日進

豊寿闘

中堅

金原宮前

旭町

豊受

79歳

87歳

72歳

85歳

85歳

59歳

65歳

前歳

圏お〈やみもう Lあげます

高木良助な 1月24日

坪輿太郎丸 1月25日

金田夏男三 1月28日

奥回興三郎、 1月30日

j'Jti車ヤスな 2月 2日

小田島ヒナ三 2月11日

山崎苦ー美子九 2月12日

仁木フサエ九 2月13日

発
行
/
北
海
道
合
金
町
役
場
耐
②
O
T
1
T
番

• 

2
月
日
目
、
今
金
小
学
校
児
窓
会

が
相
会
一組
制
協
議
会
を
訪
れ
、
地
域

の
一
稲
祉
活
動
に
役
立
て
て
と
パ
ザ

の
益
金
を
寄
付
し
ま
し
た
.

こ
の
パ
ザ

l
は
雑
誌
や
不
用
品
を

集
め
叩
月
2
目
的
5
時
間
目
を
利
用

し
て
行
わ
れ
た
，
ふ
れ
あ
い
パ
ザ

l

集
会
u

で
す
。

佐
々
木
硝
子
児
童
会
長
以
下

3
名

の
児
窓
会
役
只
が
荒
井
正
信
社
会
福

祉
協
議
会
長
に
故
金
を
手
渡
し
ま
し

た

編
一集
一後
一記

今
年
は
昨
年
、

一
昨
年
に
比
べ
て

雪
が
多
く
、
し
か
も
一
夜
に
し
て
た

く
き
ん
の
雪
が
積
も
り
、
十
年
よ
り

に
利
別
川
が
結
氷
す
る
と
い
う
厳
し

い
冷
え
込
み
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
家
の
前
、
車
庫
前
の

雪
か
き
を
仕
方
が
な
く
す
る
わ
け
で

す
が
、
肥
満
を
解
消
す
る
ほ
ど
の
運

動
長
で
も
な
い
ら
し
く
体
重
に
変
化

は
あ
り
ま
せ
ん
.

官
ま
つ
り
は
開
他
期
間
2
日
間
を

通
じ
て
ま
ず
ま
ず
の
天
候
.
子
供
は

風
の
子
と
い
う
の
は
本
当
の
こ
と
で

す
ね
庁

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係
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